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(2)薬袋秀樹. 戦後県立図書館論の系譜(Ⅰ)1945-1969. 図書館評論. 1984, vol.25, p.59-68. 



























文献調査では，以下の 2 種類の文献を対象に調査を行う。 
a. 県立図書館の役割に関する法の解釈，基準，答申，調査・研究を基に，県立図書館
の役割についてまとめる。 
b. 年報，報告書，広報誌などの県立図書館の活動に関する資料を対象として，図書館  






























































































































振興」の 3 点を挙げている２３。そして市町村立図書館への支援の具体的な取組として, ①
相互貸借, ②協力レファレンス, ③資料の保存センター機能, ④職員研修, ⑤図書館未設置











  (3)都道府県立図書館は，住民の直接的利用に対応する体制も整備するものとする。 











































きたこと, また実際に各都道府県で図書館事情の差異が大きいことの 2 点が考えられる。つ
まり画一的な指針等ではなく，各都道府県でこれからの県立図書館の役割を考える必要が
あると考える。その際には,これまで各県立図書館が行ってきた市町村支援の変遷と県内図
























  ・協力貸出 
    ・協力レファレンス 
  ・デポジット(保存機能) 
 発展への支援 
  ・コンサルティング 
   ・プランニング 
   ・継続教育(研修機能) 
   ・ネットワーク構築 









  ・協力貸出(質的補完) 
  ・大量一括貸出(量的補完) 
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  ・協力レファレンス 
  ・デポジット(保存機能) 
 発展への支援 
・市町村立図書館への助言・情報提供 
   ・図書館サービスの調査・研究・モデル的機能 
    ・職員研修機能 
・ネットワーク構築 
・郷土資料及び行政資料の電子化 

















































































  ｂ．大量貸出(量的補完) 
     ①既成図書館への協力 
     ②公民館図書室等への協力 
   ｃ．直接サービス 
     ①図書館空白地帯への直接サービス 

























































   
2.4 薬袋研究以降の県立図書館論における市町村支援機能の変遷 









       「都道府県立図書館のこれから 2」(2010) 










     『現代の図書館』 





















『みんなの図書館』232 号の特集「県立図書館は, 今」(1996)５１では, 松岡(1996)５２が














































































(1) ＜協力・援助型＞県立図書館論の定着期」(1990-2005)は, 1990 年代前後で多く行   







本研究では, 1990 年以降の新潟県立図書館の市町村支援機能について, 以上の時代枠組
みを用いて歴史的に検討を行う。 
 





   ・協力貸出(質的補完) 
   ・大量一括貸出(量的補完) 
   ・協力レファレンス 





   ・図書館サービスの調査・研究・モデル的機能 
    ・職員研修機能 
・ネットワーク構築 
・郷土資料及び行政資料の電子化 











































館』は 1950，1955 年ではまだ発行が無いため，本章では 1960 年から 2010 年までの数値
を 5 年おきに見ていく。 
 
3.1 県内公共図書館経営の現状と課題 





館(蔵書冊数約 38,000 冊)のように市町村立図書館の分館並の規模のものもある。 
図書館の規模も蔵書数の全国平均を下回る自治体が全体の 66％に達している。一方で，
新潟市立中央図書館(2010 年度資料費 57,790,000円)は 1 館辺りの資料費が県立図書館を上























そのため新潟県内市町村の図書館設置率は 2000 年から 10 年で，35%から 77%にまで増加
している。また図書館数は 1975 年頃から増え始め，2000 年頃までに 2 倍近くに増えてい
る。しかし全国的に見ると 2010 年代まで平均を下回っている。一方でそのような市町村立
図書館の少なさを補うように公民館図書室が 1980 年代まで増加し続け，公民館図書室を含
























図 2 新潟県内の市町村の図書館・図書室設置率と図書館設置率の全国平均 
 
市立図書館の設置率と町・村立図書館の設置率について新潟県と全国平均を比較したも




は 1 都道府県辺り約 83 個であるが，同年の新潟県の自治体数 120 個である。また平成の
大合併直前の 1999 年の自治体数の全国平均は 1 都道府県辺り約 69 個であるが，同年の新
潟県の自治体数は 112 個と 1961 年からの減少値も低い。新潟県内の市立図書館の設置率
は 2000 年以降を除くと 1970-1985 年頃の間に大きく増加している。しかし市立図書館の
設置率の全国平均と比較すると，1985 年以降に設置率の増加が見られず，大きく差が開け
られている。その後，新潟県の市立図書館の設置率は 2005 年頃から急激に増加し，2010
年には全国平均を上回っている。これは図 1 で 2005 年から 2010 年にかけて図書館数自体
は微増だったため，図書館未設置自治体が市町村合併によって姿を消してことが原因であ
ると考えられる。また新潟県内の町村立図書館の設置率は 1975 年頃から 2000 年頃まで設
置率がゆるやかに増えている。しかし全国平均と比べると低い水準で変遷している。 
図書館数としては，新潟県内の公共図書館数の増加を市・町・村別にあらわしたものが




















































図 4 町村立図書館の設置率 
 
 
図 5 新潟県内の公共図書館数の変遷 












































新潟県内の県・市・町・村別に図書館 1 館辺りの資料費の増減をあらわしたものが図 6









にまとめたものが図 7 である。県立図書館は 1990 年から 1995 年までの間に専門職員が 6
人増えているが，そのうち 4 人は臨時であり，全体的にはゆるやかに増加してきている。
市立図書館は 1960 年から 1990 年までで 1 館辺りの職員数を約 5 倍にまで増やしている。
しかし 2005 年から 2010 年までの間に大きく減少しており，これも資料費と同様に市立図
書館の分館が増えたことで，1 館辺りの職員数が減ったことが原因と考えられる。町立，村
立図書館は 1960 年から 2005 年頃まで低い水準であり，村立図書館に至っては，2005 年頃
まで専門職員がほとんどいなかった。 
新潟県内の公共図書館の専門職員数(司書・司書補)に占める非常勤職員の割合の変遷を

























































図 8 新潟県内公共図書館の専門職員に占める臨時・非常勤職員の割合の変遷 
 
以上より，新潟県における公共図書館の発展について次の点が挙げられる。 













































が，以下の図 9 である。県立図書館は 1975 年頃から 1980 年頃と，1990 年頃から 1995 年
頃までに急激に増加している。しかし 2000 年頃から 2005 年頃に急激に資料費が下がり，
2010 年頃に少し回復している。全国の都道府県立図書館と比較すると，1980 年頃までは特
に大差は無いが，1980 年頃から 1990 年頃までの間に資料費が増加せず，その間に大きな
差が生まれている。1990 年頃から 2000 年頃までは新潟県立図書館の資料費が急増したた
め，その差は小さくなっている。その後全国の都道府県立図書館は 1995 年頃から 2010 年
頃まで資料費が減少し続けている。一方，新潟県立図書館は 2000 年頃から資料費が減少し
続け，2005 年頃から 2010 年頃までの間にまた資料費が増加してきている。そのため県立
図書館では 1975 年，1990 年，2000 年頃に何か方針の転換があったものと考えられる。 
 
 































図 9 都道府県立図書館の職員数の変遷 
 
 












































1985 年には全国平均を大きく上回っている。しかし 1990 年には大量一括貸出制度を廃止
しているために，全国平均と比べるとかなり低い数値を示している。 
図書館等への貸出冊数(協力貸出のみ)について新潟県立図書館と都道府県立図書館の全
国平均の変遷をまとめたものが，以下の図 12 である。全国平均は 1985 年以降に急激に増
加している。一方，新潟県立図書館は元々全国平均よりも低い水準で変遷しており，1985
年から 1990 年の間に微減し，1990 年以降から増加している。その結果，近年の新潟県立
図書館の協力貸出冊数は全国的に見てもかなり低い水準となっている。 
 



















図 12 協力貸出による図書館等への貸出冊数 
 
3.3.4 戦後の新潟県立図書館の沿革  
 本項では，主に『新潟県立図書館年報』(2013)内「県立図書館の沿革」を基に戦後の新潟
県立図書館(新潟県立新潟図書館)の活動について整理する。『新潟県立図書館年報』(2013)




昭和 25 年 1 月 開架式閲覧方式を採用 
昭和 26 年 3 月 「新潟県立新潟図書館設置条例」公布により「新潟県立新潟図書館」と
改称 
昭和 26 年 6 月 郷土資料室開設 
昭和 27 年 4 月 上越・中越・下越・佐渡に分館開設 
昭和 27 年 9 月 糸魚川配本所開設 
昭和 28 年 11 月 新潟市一番堀通町(旧県庁隣接)に新館竣工 
昭和 28 年 12 月 新館落成，開館式挙行 
昭和 29 年 1 月 新館閲覧事務開始 
昭和 29 年 12 月 参考事務開始 
昭和 33 年 4 月 新潟県点字図書館設立 














昭和 36 年 1 月 県政研究室開室 
昭和 36 年 10 月 書庫改造工事完成 
昭和 37 年 3 月 貸出文庫用自動車備付 
昭和 39 年 3 月 「新潟県立新潟図書館条例」公布 
「新潟県視聴覚ライブラリー条例」公布により「新潟県視聴覚ライブラ
リー」を併設 
昭和 39 年 6 月 新潟地震被災 
昭和 40 年 10 月 災害復旧工事完了，全館正常開館 
昭和 40 年 11 月 「新潟県立新潟図書館 50 年史」刊行 
昭和 42 年 3 月 移動図書館車“みずほ号”購入 
昭和 50 年 12 月 公民館等への長期一括貸出開始 
昭和 52 年 3 月 PB リポート国立国会図書館に返納 
昭和 57 年 4 月 日曜開館月 2 回実施 
昭和 58 年 12 月 黒龍江省図書館と資料交換を開始 
昭和 59 年 4 月 新潟大学附属図書館と相互貸借について協定 
昭和 62 年 4 月 市町村立図書館と覚書により雑誌の収集保存分担を開始 
昭和 63 年 3 月 「新潟県立図書館整備基本計画」策定 
平成元年 4 月 「新潟県図書館等情報ネットワーク整備実施要綱」「新潟県図書館・公
民館ネットワーク整備実施要綱」策定 
平成 2 年 7 月 新館起工式挙行 
平成 3 年 3 月 公民館等への長期一括貸出廃止 
平成 3 年 11 月 新館定礎式挙行 
平成 4 年 3 月 新館竣工 
「新潟県立図書館条例」公布により「新潟県立図書館」と改称 
「新潟県視聴覚ライブラリー」を廃止(4 月 1 日施行) 
平成 4 年 3 月 県立図書館分館廃止 
平成 4 年 6 月 「新潟県図書館等情報ネットワーク協定」締結 
平成 4 年 8 月 新潟県立図書館新館開館式挙行 
新潟県立図書館新館開館(生涯学習推進センター，文書館同時新設開館) 
新潟県図書館等情報ネットワークシステム(Ｓ－ＮＯＷ)稼動 
平成 5 年 7 月 長善館学塾資料を文書館へ移管 
平成 5 年 12 月 新潟県報，新潟町片桐家文書ほか私家文書を文書館へ移管 
平成 6 年 3 月 北蒲原郡各町村絵図ほかを文書館へ移管 
平成 7 年 4 月 パイロット電子図書館総合目録ネットワークプロジェクトに参加 
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平成 7 年 10 月 第 81 回全国図書館大会新潟県で開催 
平成 8 年 11 月 学術情報センター目録所在サービスに加入 
平成 9 年 3 月 学塾三餘堂関係資料一括，新潟県指定有形文化財に指定 
平成 10 年 4 月 国立国会図書館総合目録ネットワークに参加 
平成 10 年 5 月 新潟県立図書館のホームページを開設 
平成 10 年 6 月 「雑誌の収集保存分担に関する覚書」を廃止 
平成 12 年 4 月 ホームページに資料検索機能等を登載 
平成 14 年 8 月 南山図書館(韓国)と友好交流協定締結 
平成 15 年 10 月 南山図書館(韓国)と友好交流協議書定締結 
平成 16 年 1 月 ホームぺージに調査相談データベースを登載し，県内図書館等ネット 
ワーク構成機関に公開 
平成 17 年 3 月 新潟県内図書館横断検索システム公開 
平成 17 年 4 月 11 月 3 日(文化の日)等開館実施 
平成 18 年 10 月 ホームページに調査相談データベースを登載し，一般に公開 
平成 18 年 11 月 魅力ある図書館づくり検討会が『魅力ある県立図書館づくり検討会報告
書～くらしとしごとを支援する図書館をめざして～』を新潟県教育長に
提出 
平成 19 年 4 月 ホームページに新潟県関係雑誌索引データベースを公開 
平成 19 年 7 月 くらしとしごとに役立つコーナー開設 
平成 19 年 10 月 県立図書館の愛称が「ぶっくスワン」に決定 
平成 20 年 4 月 祝日開館開始 
平成 20 年 7 月 ユース・コーナー開設 
平成 20 年 9 月 新潟県立図書館友の会設立 
平成 20 年 12 月 くらしガーデン開設 
平成 21 年 3 月 こども図書室オープン 
音声ＣＤ貸出サービス開始 
平成 21 年 4 月 新潟地域図書館ネットワーク「めぐるくん」発足 
平成 21 年 7 月 「くらしガーデン」拡張リニューアルオープン 
公開書庫(書庫の一般開放)スタート 
平成 22 年 1 月 全国公共図書館研究集会(15 日まで)新潟県で開催 
 
 以上の表 1 より，昭和 25 年の開架式閲覧方法の採用から昭和 40 年代まで，主に館内サ
ービスと貸出文庫などの直接サービスの発展が見られる。なお，開架式閲覧方法の採用は
全国的にも先進的であり，その取り組みが映画「格子なき図書館」になっている。また昭












































(1)『新潟県立新潟図書館50年史』(新潟県立新潟図書館／編 新潟県立新潟図書館 1965) 
 (2)『新潟県立図書館年報』(新潟県立図書館／編 新潟県立図書館 1955-2012)(以下「年
報」という) 
 (3)『運営方針と事業計画』(新潟県立図書館／編 新潟県立図書館 1963-1975) 
(4)『新潟県立新潟図書館報』 (新潟県立新潟図書館／編  新潟県立新潟図書館 
1951-1957) 
 (5)『にいがた：新潟県立新潟図書館報』(新潟県立新潟図書館／編 新潟県立新潟図書館 
1976-1990) 
 (6)『みずほ』(新潟県立新潟図書館／編 新潟県立新潟図書館 1965-1989)  
(7)『新潟県教育月報』(新潟県教育委員会／編 新潟県教育委員会 1950-2012) 

































設置が提案・可決された。図書館名を「明治記念新潟県立図書館」とし，大正 4 年 4 月 1
日にその設置が告示された。同年新潟市から寄附を受けた市立新潟氏図書縦覧所の 13885





県民への間接サービスとしては，開館よりも前の大正 4 年 8 月 15 日から，新潟県立図書
館は県民の読書力及び向学心の増進を目的として，県内の郡役所，図書館，県立学校を対
象とした貸出文庫(巡回文庫)のサービスを開始している。第一次回付では，郡役所 16 箇所，
公私立図書館 14 館，県立学校 21 校の計 51 箇所へ合計 3952 冊の貸出を行っている。貸出
期間は 3 ヶ月で，50・100 冊単位でそれらの施設へ貸出を行っている。また県立図書館と
貸出先との往復運賃は県立図書館が負担した。大正 12 年からは規定が変更され，35 冊単位
で公私立図書館宛てに貸出を行っており，運賃の片道分を県立図書館が負担した。この貸










れらの事業により，大正 4 年当時合計 23 館だった県内の図書館(私立図書館を含む)が大正
36 
 
13 年 6 月末には合計 213 館に増加している８７。 
 
4.1.2 中央図書館制度時代 
 昭和 8 年 7 月に「図書館令」が改正されたことで中央図書館制度が確立され， 

















 その後，戦争が激しくなったため，昭和 12 年から発行を開始した県立図書館報の発行を
昭和 19 年に休刊し，また一部貴重資料や副本について県内の複数個所への疎開を行った。







































































している。また 1956 年の『新潟県立新潟図書館報』の第 13 号(1956)では，巻頭言「公共
図書館の職能と蔵書構成の問題」が掲載され，その中で図書館の蔵書構成について 
 1 文化的職能を果さんが為に収集する図書 
 2 教育的職能を果さんが為に収集する図書 
に分けている９３。その上で後者をさらに 








































































表 2 県立図書館論の創世記(1945-1962)の研修会 
研修会名 内容例 開催年度 
公民館・図書館専任職員講習会 「市町村図書館における貸出文庫の運営」 1953 
図書館職員研究会 「館内閲覧及び館外貸出の事務」 1954-1957 
県下図書館大会 「公民館との連絡提携」 1954-1962 
県下公共図書館職員研修会 「読書指導における図書館の立場について」 1956 
公共図書館職員研修会 「参考事務について」 1957 
下越地区図書館職員研究集会 「不閲覧者の対策について」 1958 
 
(4)ネットワーク構築 







































































































































た。1968 年度は県内公共図書館への貸出冊数は 42 冊である１１４。しかし公民館図書室への
貸出冊数は項目が無く，「その他」の 19 冊に含まれていると考える。また 1969 年度は県内
























 1964 年度に県立図書館から『新潟地震関係文献目録 第 1 集』１１８が発行され，県内図書
館等に配布された。同書は同年に発生した新潟地震に関する図書や雑誌，パンフレットを
整理している。また県立図書館から 1965 年度と 1967 年度にそれぞれ『新潟地震関係文献






査を行い，協会報の第 20 号で「青少年の読書実態調査を終えた」を掲載している１２２。 


























表 3 県立図書館論の模索期(1963-1969)の研修会 
研修会名 内容例 開催年度 





























































































1970 年度の『運営方針と重点事業』によれば，県立図書館の基本方針は 1969 年度から
引き続き，次のとおりである。 

































1970-1976 年の期間の県内図書館・公民館に対して行った協力貸出の件数を以下の表 4 に
示す。1973 年度と 1975 年度の協力貸出の指標内に公民館への貸出冊数は無く，「その他」





表 4 県立図書館論の萌芽期(1970-1976)の協力貸出冊数 
年度 図書館への貸出冊数 公民館への貸出冊数 
1970 34 冊 6 冊 
1971 58 冊 4 冊 
1972 28 冊 4 冊 
1973 43 冊 項目なし 
1974 68 冊 16 冊 
1975 96 冊 項目なし 





























同サービスは貸出期間を 1 回につき 6 か月，貸出冊数を当該自治体の人口 10,000 人辺り最
低 200 冊(ただし県立図書館が自動車文庫や貸出文庫により貸出していた実績冊数を勘案す
る)としており，また継続年限を 1 館につき 3 か年と定めた１４３。 
1976 年度に「長期一括貸出」サービスが本格的に施行された。同サービスは公民館及び























表 5 県立図書館論の萌芽期(1970-1976)の協力レファレンス件数 
年度 受付件数 
1970 42 件 
1971 66 件 
1972 78 件 
1973 126 件 
1974 155 件 
1975 162 件 































土資料総合目録  第 2 集』１５１を発行し，県内図書館等に配布した。同書は『新潟県協会報』
59 号より，新潟県図書館協会による図書館協力事業の一環として行われていたことがわか
る１５２。 
































表 6 県立図書館論の萌芽期(1970-1976)の研修会 













































































































































































表 7 県立図書館論の形成期(1977-1989)の協力貸出冊数 
年度 図書館への貸出冊数 公民館への貸出冊数 
1977 72 冊 4 冊 
1978 34 冊 6 冊 
1979 58 冊 4 冊 
1980 28 冊 4 冊 
1981 85 冊 16 冊 
1982 234 冊 28 冊 
1983 112 冊 41 冊 
1984 119 冊 45 冊 
1985 210 冊 21 冊 
1986 108 冊 19 冊 
1987 130 冊 47 冊 
1988 205 冊  83 冊 

























町村には 3000 冊，またそれ以外の市町村について人口 15,000 人以上の自治体は 2000 冊
まで，人口 8000 人以上 15000 未満の自治体は 1000 冊までとした。ただし人口 8000 人未
満にはただし最低 500 冊の貸出を保障している。継続年数は，図書館設置予定の自治体は 5







































表 8 県立図書館論の形成期(1977-1989)の協力レファレンス件数 
年度 図書館への協力レファレンス数 
1977 115 件 
1978 101 件 
1979 153 件 
1980 217 件 
1981 251 件 
1982 239 件 
1983 255 件 
1984 326 件 
1985 222 件 
1986 263 件 
1987 177 件 
1988 195 件 
















































1986 年度には県内 2 市 1 町の公共図書館，公民館図書室複数館に対して巡回指導が行わ


















表 9 県立図書館論の形成期(1977-1989)の研修会 
































































































































































   新潟県図書館等情報ネットワークの推進や資料・情報の提供等図書館サービスの調
整機関として機能する。 
(3)県内市町村立図書館・公民館図書室を支援する図書館 























































図 15 1990-2005 年の協力貸出冊数の変遷 
 
(2)大量一括貸出(量的補完) 
 新館建設に伴い，「長期一括貸出」サービスは 1990 年度をもって廃止されている。最後




















スの件数を以下の表 10 に示す。なお 1994 年度から 2001 年度までの年報では協力レファ
レンスの件数は掲載されていない。また 1977 年から 1993 年までの年報では公民館から受
け付けた協力レファレンスの項目が無い。 
 
表 10 県立図書館論の定着期(1990-2005)の協力レファレンスの件数 
年度 図書館からの協力レファレンス件数 公民館からの協力レファレンス件数 
1990 419 件 掲載無し 
1991 137 件 掲載無し 
1992 465 件 掲載無し 
1993 1039 件 掲載無し 
2002 697 件 93 件 
2003 295 件 52 件 
2004 279 件 57 件 

































表 11 県立図書館論の定着期(1990-2005)の訪問相談の件数 
年度 公共図書館への訪問相談 公民館図書室への訪問相談 
2002 13 件 12 件 
2003 9 件 13 件 
2004 12 件 7 件 









また同年度に県立図書館から『新潟県立図書館協力ハンドブック；1994 年 4 月 1 日』２１１
が発行され，市町村等に配布されている。同書では，新潟県立図書館の市町村支援機能の
利用方法やこれまで県立図書館が発行した目録等を紹介している。また 1997 年度に規則類






























表 12 県立図書館論の定着期(1990-2005)の研修会 









































された２２１。同システムは 2007 年度にはほぼ全ての市町村立図書館の検索が可能になった。 
 
(4)図書館未設置自治体を対象とした図書館設置への働きかけ 



































































































数を以下の図 16 に示す。 
 
 














































2006 461 件 23 件 
2007 350 件 9 件 
2008 281 件 13 件 
2009 250 件 2 件 
2010 172 件 5 件 
2011 122 件 2 件 

















表 14 県立図書館論の見直し期(2006-2012)の訪問相談の件数 
年代 公共図書館への訪問相談 公民館図書室への訪問相談 
2006 12 件 3 件 
2007 6 件 2 件 
2008 18 件 2 件 
2009 10 件 0 件 
2010 8 件 2 件 
2011 6 件 2 件 





























の表 15 である。 
 
表 15 県立図書館論の見直し期(2006-2012)の研修会 
研修会名 内容例 開催年度 
公立図書館・公民館図書室職



































表 16 県立図書館論の見直し期(2006-2012)の訪問研修の件数 
年度 公共図書館への訪問研修 公民館図書室への訪問研修 
2010 2 件 2 件 
2011 8 件 1 件 
2012 13 件 1 件 
 
(4)ネットワーク構築 













































































































































































































































































































































































本研究の意義として，次の 3 点を挙げることができる。 











































  ・協力貸出(質的補完) 
  ・大量一括貸出(量的補完) 
  ・協力レファレンス 
  ・デポジット(保存機能) 
 発展への支援 
・市町村立図書館への助言・情報提供 
   ・図書館サービスの調査・研究・モデル的機能 
    ・職員研修機能 
・ネットワーク構築 
・郷土資料及び行政資料の電子化 
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